
2026年度 稲葉学園高等学校 校長通信   ６月２９日 ＮＯ．1９ 

「熱い心」                                        校長:中野敏伸 

  

大切にしたい仲間の言葉と思い！～校内弁論大会～ 

 校内弁論大会が開催され、19 名の弁士が自分の思いを堂々と伝えてくれた。それぞれが個

性あふれる感性と視点で素晴らしい弁論を披露し、聴衆側の我々もぐっと引き込まれると同

時にハッと気づかされたり、深く考えさせられる瞬間が多くあったね。あの場に元気と勇気

をもって立ち挑んでくれた 19 名の仲間たちに心から感謝！本当にありがとう！差し出され

た仲間の「元気と勇気」、発信してくれた感性や思いを、みんなで大切にしていきたいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【仲間が発してくれた大切な言葉と思い】 

〇事実を確かめもせず信じてしまった後悔。 〇学校に行けなかった中学時代、大きな稲葉学園への一歩。出

会った仲間は、私を変え成長させてくれた存在。 〇気になって時間を埋め尽くしてしまうスマホ。ルールを

決めて、その分の時間を意義あるものにしたい。 〇人と比べる必要はない。自分だけの強みがある。自信を

持って挑戦。  〇心の不調の要因はそれぞれ、それこそが多様性。互いの違いを尊重することが大切。   

〇感受性の強さが逆に強みになることがある。 〇不登校だった中学時代に支えてくれた家族。もらった温か

さを誰かのためにつないでいきたい。 〇一人の人間としての自己決定権。  〇強い立場の人の言動はそん

なつもりがなくても人を傷つけることがある。相手の立場で考える。  〇その時間を大切に思う思い出。今

をその時間にするために「ありがとう」を大切に。  〇成功した経験から追い求めるレベルを人にも求めて

しまう失敗。理想を未完成のまま追っていく。  〇「自分がどうしたいか」を大切にしたい。  〇自分と

違うからと言って差別するのはおかしい。互いを認め合っていくことの大切さ。  〇つらかった入院時代、

「自分を知る」ことで乗り越え変わっていけた。 〇「既読無視」、返信のタイミングの価値観の違いから勝

手に相手を想像する。返信の遅さは冷たさか？  〇自分を出さないことはいいことなのか？直接の時は気を

使って、SNS では気を使わない言葉など、本来逆では。顔が見え表情がわかるのだから、あえて「空気は読

まない」という大切さ。 

 ～一人も取りこぼさない 

「日本一熱く、絆強き学校」への挑戦～ 

 

   

 
    

   

 

   

 

 
 

大石絆斗 
「その一言が 

未来を変える」   

新村桜輝 
「希望と 

絶望」  

 

北浦穂乃香 
「名前のない

自分」 

  

益留紅葉 
「正義という 

名の刃」 

  

西村優里奈
「人間関係が私に

教えてくれたこと」 

大郷優心 
「静かに奪わ

れる時間」 

久保河内海晴 
「何よりも大切

にしたいこと」 

小泉咲空 
「心の不調 

と多様性」 

佐藤樹菜 
「見えない 

気質」 

鈴木優希菜 
「一つの 

選択肢」 

岡本篤樹 
「言葉と力の 

責任」 

大倉宝子 
「思い出はなぜ美

化されるのか」 

安東聖也 
「未完成の 

まま進む」 

仲島心琥 
「決められた 

かたち」 

久保彩羽 
「それは本当に

遠い話ですか」 

秦結音 
「自分を 

知る」 

友寄美桜 
「温かさを 

つなぐ」 

荒木絆花 
「わたしの 

もやもや」 

松田優理愛 
「見えないもの

を読む」 

〇思いやり、自分事として

考える大切さ。  

〇希望を与えられる人であ

りたい。 

〇分人、そのすべてが本当

の自分。人にも様々な自

分がある。そう考えると

接し方も変わる。 



 

 

 

 

 

 

 


